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「未来の教室」実証事業中間報告：
みずほ情報総研株式会社

事業概要 進捗状況と今後の展望
「ロボットシステムエンジニア」のスキル標準策定
及びそれらの育成に向けた講座の開発

機械・電気・情報等の幅広い知見を備え、
ロボットシステム全体の設計を統括する「ロボット
システムエンジニア」のスキル標準を策定するととも
に、そのスキル標準に基づく教育プログラム及び人
材育成スキームの検討を実施します。

7月
• 「ロボットシステムエンジニア」のスキル標準の枠組みや、想定する活用方法、スキル

標準の業界への展開方法等、検討事項の洗い出しを実施
• スキル標準を検討するための検討WGの立上に向けた体制準備

8月
• スキル標準を検討する検討WGのメンバーを選出の上、スキル標準の枠組み、想

定する活用方法等について議論を開始
• まずスキル標準を作成するための一つ目のステップとして「タスク」を取り上げ、検討

を進めることで合意
9月

• はじめの検討課題である「タスク」について、検討WGメンバーにてタスク項目の洗い
出を実施

• また、「タスク」の記述とあわせて「レベル」の表記についても検討

• 今後、「タスク」に紐づく「スキル・知識」の検討を進め、さらには「職種（専門分
野）」を検討し、 「ロボットシステムエンジニア」のスキル標準をまとめていく予定

類型a
類型b
類型c
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レベル 職種【検討中】

レベル レベルイメージ
（例）
営業系
職種

（例）
プロマネ系
職種

（例）
エンジニア系

職種

レベル７ 世界トップレベル

レベル６ 国内トップレベル

レベル５ 社内トップレベル

レベル４ 後進を指導できる

レベル３ 独力で作業を遂行できる

レベル２ 指導を受けながら作業できる

レベル１ 新人

キャリアアップのイメージ

参考①）みずほ情報総研株式会社

ロボットシステムエンジニアスキル標準の全体像

職種
（専門分野） レベル

タスク スキル・知識

これから育成する（成長する）
人材に対して

「キャリア目標」を示す

育成する（成長する）ために
「習得すべきこと」を示す

↓どうしたらなれるのか？

↑どのような業務が
できればいいのか？

↑何を知っていれば
いいのか？

↑どのようなキャリア
（職種）があるのか？

↑現在の位置はどこか？
今後の目標はどこか？

目的 定義するもの（案）

↑何になれるのか？

＜職種＞と＜レベル＞

ロボットシステムエンジニアの「職種」と「レベル」を定義し、
新人から社内トップレベルまでの

キャリアパス（キャリアアップの目標）を明確化

類型a
類型b
類型c
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フェーズ プロセス タスク レベル別タスク定義

レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５

新人 指導を受けながら作
業できる

独力で作業を
遂行できる

後進を
指導できる

社内
トップレベル

管理 ０．プロジェクトマネジメント
   　（全体管理）

プロジェクトマネジメント プロジェクトマネジメント 難易度の低い案件のリーダーとして、
メンバーを統括して契約内容を実現
することができる。

標準的な案件の責任者として、顧客
との間で合意を形成するとともに、メン
バーを統括して契約内容を成功裡に
実現することができる。

難易度の高い案件の責任者として、
顧客との間で合意を形成するととも
に、メンバーを統括して契約内容を成
功裡に実現することができる。

準備 １．引合 顧客要望の明確化 顧客の現状の課題、
顧客要望の明確化
ニーズとシーズのマッチング

商談の打合せ結果を議事録に取りま
とめ、顧客要望を抽出できる。

専門用語や技術用語を含む顧客の
発言等を理解することができ、ヒアリン
グシートを作成できる。
システムを構成するネック技術が見出
せ、事前検証、サンプルワーク実施等
の折衝を行うことができる

デモ機やシミュレーション、販促資料を
活用したシステム提案により、自動化
ニーズや現状の課題、設備要件をヒ
アリングでき、ヒアリングシートを作成で
きる。
当該案件の希望納期 予算 式数

デモ機やシミュレーション、販促資料を
活用したシステム提案により、自動化
ニーズや現状の課題、設備要件をヒ
アリングするとともに、自社の強みを活
かしたシーズとのマッチングを図ること
ができる

デモ機やシミュレーション、販促資料を
活用したシステム提案により、自動化
ニーズや現状の課題、設備要件をヒ
アリングするとともに、自社の強みを活
かしたシーズとのシステム概要をコン
サルティングすることができる構想提案 構想・提案書の提示

概算見積りの提示

過去に導入実績がある類似したシス
テムを提案できる。また、その概算見
積を提示できる。

過去に導入実績がある類似したシス
テムを提案するとともに、当該引合案
件との違いを明確にすることができる。
過去に実績のあるシステム案件との

顧客の自動化ニーズや課題、設備
要件、顧客事情を考慮し、システム
概略イメージ、自社の強みを活かした
付加価値およびソリューション提案に

当該案件が他の顧客案件にも水平
展開できるような波及効果、ビジネス
規模(市場性、採算性など)を明確に
することができる。

システム提案 用途・目的に応じて、付加価値のあ
るロボットの使い勝手を向上させた知

自社技術の強みを活かし、加工機、
ベストフィットのロボットシステム、情報

２．企画構想（構想設計） 期待成果の確定 顧客要望のブレークダウンと
実現方策案の検討

顧客要望を正確に理解し、その実現
方策案やソリューションについて上席
者に提案できる。

顧客の発言等から、顧客も十分に認
識していない課題、リスクを見抜くこと
ができ、現状の課題に対するソリュー
ションを提案できる。

（同左）
案件プロジェクトで作成する成果物、
費用、期間、品質、利用者、規模、
機能、技術、リスク等のプロジェクト案

目標仕様の設定 顧客の現場状況に応じた自動化の
実現に向け、生産性、品質、稼働率
等の目標仕様を設定できる

顧客事情を考慮して、生産性、品
質、稼働率等だけではなく、生産設
備としての価値を更に高める運用の

方策レベルの評価と設定 工場予備診断
（工程分析・作業分析など）

客先現場において、製品工程分析が
できる。

客先現場において、製品工程分析お
よび作業者分析ができる。

工程図記号等を活用して、工程分
析の遷移図を作成できる。

方策案の抽出と位置づけ 用途・目的に応じて、必要なロボット
システム構成、機能を抽出でき、設
備 目標仕様と チ グを論理的

用途・目的に応じて、設備の目標仕
様を達成するベストフィットのロボット
シ ム構成 機能を提案 き

自社技術の強みを活かした設備の目
標仕様を達成するベストフィットのロ
ボ トシ ムと 加 機 情報処理実現可能方策案の設定 システム設計に必要なインプット情報

を全て抽出し、システムの運転法案、
（同左） （同左）

制約条件の把握 案件を推進するための前提条件およ
び制約事項を明らかにできる。

（同左） （同左）

基本契約 基本契約書の取りまとめ
秘密保持契約の締結
見積仕様、工程表の提示
プロジェクト内容の定義

3DCADモデルによるシミュレーション、
サンプルワークなどを実施するために、
秘密保持契約を取り交わすことがで
きる。
基本契約書の雛形を活用して、当該
案件の契約書を作成できる。

3DCADモデルによるシミュレーション、
サンプルワークを実施するなどのため
に、秘密保持契約を取り交わすことが
できる。
基本契約書の雛形を活用して、当該
案件の契約書を作成できる。
顧客要望を実現する方策案を見積
仕様として取りまとめ 各作業フェーズ

基本契約書の取りまとめ、秘密保持
契約の締結、顧客要望を実現する
方策の明確化を行い見積仕様、工
程表を提示できる。

（同左）

リスク管理 ネック技術の事前検証
案件のリスクアセスメント

ネック技術については、サンプルワーク
の実施などを通じ、アプリケーションの
妥当性を事前検証できる。

予めリスクの洗い出しを行い、その影
響と対策を講じることができる。
課題に対する検証内容をリスト化し、
実機検証できる。

（同左）

プ

（大分類） （中分類） （小分類） （細分類）

参考②）みずほ情報総研株式会社

＜タスク＞

設計工程を中心に、ロボットシステムエンジニアが
担当する業務を「タスク」として整理し、「レベル」別
にどのようなタスクを遂行できる必要があるのか
を定義

類型a
類型b
類型c
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